
内容

①「サービスＡ」「サービスＢ」について、コーディネーターより説明、Ｂについては内容は検討中であると付け加える。

　質問等はないが、「そもそも卒業を視野に入れて利用している方なんているんですかね」と感想意見あり。

②谷山方面から吉野に引っ越してきた66歳アルコール依存症の男性について、保健師より紹介。

③民生委員より、「包括が関わっていると聞いて安心はしていた」「精神のある方は、保健センターで関わってくれないんで

すか」と感想・質問あり。

保健センター保健師：精神病の診断を受けている方は、保健所の保健予防課に直接相談したほうが、警察との連携も取りやす

い。グレーゾーンの方については、こちらに相談してください。

今後の課題など

・家族が見放した方を地域でみていくことは困難である。家族の関係性が崩れる前に、早めに発見し対応していく必要があ

る。孤立を防いでいくような仕組み作り。

・認知症人口の増加も予想される。認知症の方が地域で暮らし続けていける地域作り。

開催場所 北部保健センター多目的会議室

参加者

民生委員児童委員協議会会長：3人、ＮＰＯ法人地域サポート：1人、医療法人：1人、北部保健センター：1人、包括職員：6

人

総数 12 人

【結果】

開催日時 平成31年03月01日 14:00 ～ 15:30

内容

テーマ
・鹿児島市の総合事業について

・事例を通して地域の支えあいについて考える。

目的
地域包括支援ネットワークの構築、地域課題の共有・資源開発

概要

①総合事業についての説明

②事例紹介

③意見交換

開催場所 北部保健センター多目的会議室

参加者

民生委員児童委員協議会会長：3人、ＮＰＯ法人地域サポート：1人、医療法人：1人、北部保健センター：1人、包括職員：6

人

総数 12 人

地域ケア推進会議

鹿児島市地域包括支援センター　吉野

【計画】 作成担当者： 慶田　瑞穂

開催日時 平成31年03月01日 14:00 ～ 15:30


